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橋
り
ょ
う
耐
震
補
強
事
業

　
　
　
　
　
　

１
３
、
２
０
０
万
円

　

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
の
発
生

が
心
配
さ
れ
る
中
、
非
常
時
に
お
け

る
緊
急
輸
送
路
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
幹
線
市
道
の

橋
り
ょ
う
の
耐
震
化
を
図
り
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
を
東
西
に
結
ぶ
都
市

計
画
道
路
広
見
土
田
線
に
架
か
る
橋

り
ょ
う
の
う
ち
、
二
次
被
害
が
懸
念

さ
れ
る
東
山 
跨 
線
橋
（
土
田
）
と
新

こ

可
児
大
橋
の
２
橋
に
つ
い
て
耐
震
補

強
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
可
児
大
橋
の
橋
台
、

橋
脚
の
補
強
お
よ
び
落
橋
防
止
を
行

い
ま
す
。

 
西
可
児
中
学
校
耐
震
補
強   

 
大
規
模
改
造
事
業

　
　
　
　
　
　

１
９
、
２
０
７
万
円

　

築　

年
が
経
過
し
、
校
舎
、
屋
内

２５

運
動
場
の
内
外
装
お
よ
び
教
材
棚
・

机
が
損
耗
、
機
能
低
下
が
起
き
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
２
カ
年
を
か
け
て

校
舎
の
内
外
装
改
修
お
よ
び
耐
震
補

強
改
修
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
南
校
舎
教
室
棟
の
内

外
装
改
修
お
よ
び
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

 
庁
舎
増
改
築
耐
震
補
強
事
業

　
　
　
　
　
　

２
８
、
２
０
０
万
円

　

近
年
に
お
け
る
地
方
行
政
需
要
の

増
加
、
行
政
機
能
の
拡
大
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
お
よ
び
災
害
時
に
お

け
る
防
災
拠
点
整
備
を
考
慮
し
た
増

改
築
と
既
存
建
物
の
耐
震
補
強
を
行

い
ま
す
。

　

増
築
部
分
は
、
建
築
面
積
５
、
４

３
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
現
在
総
合

会
館
内
に
あ
る
福
祉
部
門
を
集
合
さ

せ
、
窓
口
業
務
を
庁
舎
１
、
２
階
に

集
約
し
ま
す
。
ま
た
、
正
面
玄
関
や

庁
舎
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
強
化
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
現
庁
舎
の
耐
震
補
強

を
行
う
と
と
も
に
、
防
災
対
策
本
部

や
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど

災
害
対
策
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
充

実
し
ま
す
。

　

事
業
期
間
は
、　

年
度
ま
で
の
３

１９

年
で
、
今
年
度
は
、
基
礎
工
事
や
本

体
工
事
の
一
部
を
施
工
し
ま
す
。

 
河
川
災
害
対
策
（
ハ
ザ
ー
ド

 
マ
ッ
プ
作
成
）
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　

河
川
の
は
ん
ら
ん
や
土
砂
崩
れ
な

ど
の
危
険
性
に
対
す
る
情
報
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
に
は
、
木
曽
川
・
可

児
川
の
浸
水
想
定
区
域
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
個
所
な
ど
の
土
砂
災
害
危

険
個
所
、
避
難
経
路
な
ど
を
示
し
ま

す
。

 
消
費
生
活
相
談
窓
口
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
３
万
円

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
消
費
ト
ラ

ブ
ル
の
増
加
に
伴
っ
て
、
消
費
生
活

相
談
の
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
独
自
の
相
談
窓
口

を
本
年　

月
を
め
ど
に
設
け
ま
す
。

１０

　

相
談
窓
口
に
は
、
専
門
相
談
員
を

置
き
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に

努
め
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
独
立
し

た
市
の
施
設
内
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
を
設
け
、
相
談
事
業
を
展
開
す
る

予
定
で
す
。

 
小
学
校
校
内
緊
急
通
報
装
置 

 
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
０
万
円

　

全
国
的
に
学
校
に
お
け
る
凶
悪
な

犯
罪
が
多
発
し
て
お
り
、
市
内
に
お

い
て
も
不
審
者
情
報
が
数
多
く
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
学
校
内
で
異
常
が
あ
っ

た
時
に
、
早
期
に
そ
の
異
常
を
校
内

全
体
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
不
審
者
情
報
が
多
く

報
告
さ
れ
、
人
口
が
集
中
し
て
い
る

蘇
南
中
学
校
校
区
の
土
田
小
学
校
、

今
渡
南
小
学
校
、
今
渡
北
小
学
校
の

３
校
に
設
置
し
ま
す
。　

年
度
以
降
、

１８

順
次
小
学
校
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

 
養
護
訓
練
セ
ン
タ
ー
増
改
築 

 
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
、
５
０
０
万
円

　

「
心
豊
か
な
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進
の
一
環
と
し
て
、
養
護
訓
練

セ
ン
タ
ー
を
増
改
築
し
、
慢
性
的
な

指
導
室
不
足
の
解
消
を
図
る
と
と
も

に
、
感
覚
・
運
動
機
能
を
高
め
る
た

め
の
部
屋
を
整
備
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
保
護
者
と
と
も
に
、
障
害
を

克
服
し
、
安
定
し
た
生
活
を
送
る
た

め
の
支
援
体
制
を
充
実
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
増
改
築
に
併
せ
て
駐
車
場

の
整
備
も
行
い
ま
す
。

「
子
育
て
ナ
ビ
」
作
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０
万
円

　

妊
娠
期
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
期
間
の
子
育
て
に
関
す
る
事
業
は
、

８
課
（
市
民
課
、
健
康
増
進
課
、
い

新可児大橋

完成予想図

既存建物
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き
い
き
長
寿
課
、
こ
ど
も
課
、
福
祉

課
、
国
保
年
金
課
、
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
）
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、

情
報
も
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
発
信
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
大
変
分
か
り
づ
ら
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
期
間
の
子
育
て
に

関
す
る
各
課
の
業
務
や
相
談
窓
口
の

ほ
か
、
児
童
公
園
な
ど
の
施
設
を
分

か
り
や
す
く
１
冊
に
ま
と
め
た
子
育

て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
持
ち
運
び
に
も

配
慮
し
た
保
存
版
で
、
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
時
や
転
入
時
に
配
布
す
る

予
定
で
す
。

 
外
国
籍
児
童
生
徒
プ
レ
ス   

 
ク
ー
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
３
万
円

　

小
中
学
校
で
学
ぶ
外
国
籍
児
童
生

徒
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

外
国
籍
児
童
生
徒
に
と
っ
て
、
日

本
語
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
学
校

や
文
化
、
生
活
習
慣
な
ど
を
理
解
し

身
に
付
け
る
こ
と
が
、
学
校
に
お
け

る
学
習
や
生
活
に
早
く
適
応
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
入
学
前
の
外
国
籍
児
童

生
徒
を
対
象
に
、
日
本
語
や
日
本
の

文
化
・
生
活
習
慣
な
ど
を
身
に
付
け

る
た
め
の
支
援
を
行
う
、
プ
レ
ス
ク

ー
ル
を
土
田
地
区
に
開
設
し
ま
す
。

 
可
児
駅
前
線
街
路
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　

Ｊ
Ｒ
可
児
駅
前
線
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅

前
〜
県
道
可
児
金
山
線
）
を
市
の
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
質
の
高
い
整

備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
中
恵
土
広

見
線
を
整
備
し
、
可
児
駅
前
線
と
接

続
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
中
心

市
街
地
と
し
て
利
便
性
の
向
上
と
と

も
に
商
業
・
業
務
機
能
の
集
積
を
図

り
ま
す
。

　

事
業
期
間
は
、
平
成　

年
度
ま
で

２６

で
、
今
年
度
は
道
路
の
予
備
設
計
と

費
用
対
効
果
の
分
析
を
行
い
ま
す
。

 
合
併
準
備
関
連
経
費

　
　
　
　
　
　
　

５
、
０
９
５
万
円

　

５
月
１
日
の
兼
山
町
と
の
合
併
に

向
け
、
円
滑
に
事
務
を
執
行
す
る
た

め
各
種
事
業
を
行
い
ま
す
。
主
な
事

業
は
次
の
通
り
で
す
。

①
合
併
記
念
式
典
開
催

②
電
算
シ
ス
テ
ム
統
合

③
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
統
合

④
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
統
合

読みきかせで熱心に聞く子どもたち

新可児市まちづくりビジョン
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三
月
一
日
、
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０

５
ぎ
ふ
が
、
開
幕
し
ま
し
た
。

　

開
場
に
先
立
ち
、
東
西
の
ゲ
ー
ト

で
は
、
自
衛
隊
音
楽
隊
と
県
警
音
楽

隊
の
演
奏
と
、
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
午
前
九

時
三
十
分
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
入
れ

た
風
船
を
、
実
行
委
員
会
が
飛
ば
し

て
開
場
。
東
西
の
ゲ
ー
ト
か
ら
次
々

と
入
場
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

プ
リ
ン
セ
ス
ホ
ー
ル
雅
で
行
わ
れ

た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、

実
行
委
員
会
の
田
口
義
嘉
壽
会
長
、

古
田
肇
県
知
事
ら
が
出
席
。
フ
ェ
ス

タ
の
開
幕
を
宣
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
名
誉
総
裁

を
務
め
る
三
笠
宮
寛
仁
さ
ま
も
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後

に
行
わ
れ
た
花
華
ト
ー
ク
＆
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
で
は
、
歌
手
の
加
藤
登
紀
子
さ

ん
と
原
田
真
二
さ
ん
が
、
花
の
都
ぎ

ふ
祭
り
〜
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
薔
薇

と
月
」
を
熱
唱
し
た
り
、
楽
し
い
ト
ー

ク
を
展
開
し
た
り
と
、
会
場
に
詰
め

掛
け
た
観
衆
は
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
続
い

て
、
ゴ
ス
ペ
ル
シ
ン
ガ
ー
兼
松
弘
子

さ
ん
と
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ア
Ｍ
・
Ｉ
・

Ｃ
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
花
の
地
球
館
で
は
、
ブ
ラ

イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

桂
由
美
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

シ
ビ
ル
エ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
人
前
婚
約
式
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ミ
ニ
ス
タ
ー
（
司
会
者
）
を
古

田
県
知
事
が
務
め
、
一
般
公
募
で
選

ば
れ
た
結
婚
予
定
の
三
十
七
組
の
カ

ッ
プ
ル
が
、
婚
約
を
誓
い
ま
し
た
。

　

三
月
六
日
に
は
、
可
児
市
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
春
＊
Ｋ
ａ
ｎ
ｉ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
歌
手
の

山
下
久
美
子
さ
ん
、
小
野
真
弓
さ
ん
、

中
村
維
俊
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
が
、
「
花
フ
ェ
ス
タ
は
人
フ
ェ
ス
タ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
３
月
１
日
に
開
幕
し
、

　

さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月　

日
ま
で
の
開
催
期
間
中
に
は
、
七
千
品
種
の
バ
ラ
を
は
じ
め
、
色
と
り
ど
り
の
花
で
園
内
が
彩
ら
れ
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
目
白
押
し
で
す
。

１２

シビルエンゲージでは代表カップルが指輪の交換をした

お言葉を述べられる三
笠宮寛仁さま

花華トーク＆ミニライブでは多く
の観衆で会場が沸いた

約８００人の関係者が出席して行われたオープニングセレモニー

オープニングセレモ
ニー後に開催された、
ゴスペルコンサート
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花の地球館・フランスバラ紀行の様子

屋外・早春の妖精たちの様子

ぎふの自然・飛騨の様子

  
花
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

　

「
花
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
は
、
会

場
全
体
で
美
し
い
交
響
曲
を
奏
で
る

よ
う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
花
飾
り
の

テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
第
二
楽
章
「
花

の
ロ
ン
ド
」
と
し
て
、
４
月
中
旬
か

ら
、
模
様
替
え
が
さ
れ
ま
す
。

　

屋
外
で
は
「
春 
爛  
漫 
の
お
花
畑
」

ら
ん 
ま
ん

と
題
し
、
ポ
ピ
ー
、
カ
ナ
リ
ー
バ
ー

ド
、
八
重
桜
な
ど
の
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ

ワ
ー
が
お
花
畑
や
園
路
に
咲
き
そ
ろ

い
ま
す
。

●
期
間　

４
月
中
旬
〜
５
月
中
旬

  
花
の
地
球
館

　

花
の
地
球
館
で
は
、
世
界
の
バ
ラ

紀
行
Ⅱ
「
イ
ギ
リ
ス
バ
ラ
紀
行
〜
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
と
と
も
に
個

性
あ
ふ
れ
る
庶
民
の
庭
へ
の
展
開
」

と
題
し
、
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
の
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
を
中
心
に
、
親

し
み
の
あ
る
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー
デ
ン
が

再
現
さ
れ
ま
す
。

●
期
間　

４
月
８
日
（
金
）
〜
５
月

　

日
（
木
）

１９

  
花
ト
ピ
ア

　

花
ト
ピ
ア
で
は
、
「
ぎ
ふ
の
自
然
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
花
の
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
や
地
元
愛
好
家
に
よ

る
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
る
展
示
も
行

わ
れ
ま
す
。

 
東
濃
地
域　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

　

焼
き
窯
を
メ
イ
ン
に
、
ミ
ニ
バ
ラ
、

ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
な
ど
で
「
東
濃
の
土
と

炎
」
が
表
現
さ
れ
ま
す
。

●
期
間　

４
月　

日
（
日
）
ま
で

１７

 
岐
阜
地
域                                  

●
期
間　

４
月　

日
（
月
）
〜
５
月

１８

９
日
（
月
）

 
山
野
草
展                                  

●
期
間　

４
月　

日
（
月
）
〜　

日

１８

２４

（
日
）

一足早く美しいバラが楽しめるバラのトンネルをはじめ、チューリップやパンジーの花々が、
来園者の目を楽しませます。また、園内の施設では、花の展示イベントが目白押しです。

幻の青いバラといわれる
ブルーヘブン

約１,０００株のバラで作られたバラのトンネル。バラのいい香り
が漂います

チューリップやパンジーが植えられた花壇

見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展見たい見せたい美術展
　会場の至る所に、花をテー
マとした、彫刻作品や造形作
品が展示されています。どこ
にあるかは、会場マップにも
記されていません。探してみ
ませんか。　
●期間　６月１２日（日）まで
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市
は
、
新
た
な
行
政
課
題
や
市
民

ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
組
織
機
構
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
課
・
係
の
変
更

や
、
業
務
見
直
し
に
伴
う
取
扱
窓
口

の
変
更
な
ど
に
よ
り
、
利
用
し
や
す

く
効
率
的
な
体
制
を
整
え
ま
し
た
の

で
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

 
防
災
安
全
課
を
新
設

　

東
海
・
東
南
海
地
震
な
ど
、
大
地

震
の
発
生
に
対
す
る
警
戒
感
が
強
ま

っ
て
い
る
中
、
災
害
に
強
い
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
総
合
的
な
防
災
対
策
を
担
当
す

る
「
防
災
安
全
課
」
を
新
設
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
犯
罪
や
交
通
事
故
が
増
加

す
る
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
に

生
活
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
図

る
た
め
、
生
活
安
全
お
よ
び
交
通
安

全
の
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

 
国
際
交
流
を
推
進

　

国
際
交
流
協
会
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
積
極
的
に
国
際
交
流
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
「
国
際
交

流
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
登
録
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
「
外
国
人
登
録
係
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

 
収
納
体
制
を
強
化

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
体
制
を

強
化
す
る
た
め
、
「
保
険
収
納
係
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

 
都
市
景
観
へ
の
対
応

　

景
観
法
や
屋
外
広
告
物
へ
の
対
応

な
ど
、
良
好
な
都
市
景
観
の
形
成
を

推
進
す
る
た
め
、
「
景
観
係
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

 
市
営
住
宅
の
維
持
管
理

　

合
併
に
伴
い
増
加
す
る
市
営
住
宅

の
維
持
管
理
な
ど
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
「
住
宅
係
」
を
設
置
し
ま
し

た
。

 
福
祉
を
充
実

　

生
活
保
護
な
ど
の
相
談
・
支
援
を

行
う
「
生
活
福
祉
係
」
と
、
障
害
の

あ
る
人
の
相
談
・
支
援
を
行
う
「
障

が
い
福
祉
係
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

 
５
月
に
は

 
兼
山
振
興
事
務
所
を
新
設

　

兼
山
町
と
の
合
併
に
伴
い
、
５
月

１
日
か
ら
「
兼
山
振
興
事
務
所
」
を

設
置
し
ま
す
。

●
問
合
先　

総
合
政
策
課

振興事務所となる兼山町役場
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サ
ク
ラ
の
花
の
色
と
い
っ
て
思
い
浮
か

ぶ
の
は
、
淡
い
ピ
ン
ク
、
あ
る
い
は
赤
や

白
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
け
れ

ど
も
帷
子
公
園
に
は
、
緑
色
の
花
が
咲
く

サ
ク
ラ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
「
御
衣
黄
（
ぎ
ょ
い
こ
う
）
」

と
い
う
品
種
。
な
じ
み
の
あ
る
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
は
、
葉
が
出
る
前
に
花
が
咲
き
ま
す

が
、
御
衣
黄
は
、
葉
が
出
て
か
ら
咲
き
ま

す
。
そ
の
た
め
遠
く
か
ら
見
る
と
、
葉
と

花
の
色
の
区
別
が
付
き
に
く
い
の
で
す
が
、

近
く
で
見
る
と
、
確
か
に
緑
色
の
花
が
咲

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

御
衣
黄
の
見
ご
ろ
は
四
月
中
旬
以
降
。

こ
れ
か
ら
楽
し
め
る
サ
ク
ラ
で
す
。
帷
子

公
園
に
は
、
ほ
か
に
も
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
な

ど
の
珍
し
い
花
が
咲
き
ま
す
。

緑色の花が咲くサクラ

ダイコンと桜エビのまぜご飯

栗本知子さん
（西帷子地区食生活改善推進員）

カルシウムと食物繊維が
いっぱいです。

は、あえて載せません。

ヒントを手掛かりに探してみてください。

名鉄西可児駅から線路沿いを南に４００メー

トルほどの所。線路をまたぐ西可児大橋の

下に、この公園があります。

作
り
方

① 
ダ
イ
コ
ン
は
、
皮
を
厚
め
に
む
い

て
マ
ッ
チ
状
に
切
り
、
塩
を
振
っ

て
お
く
。

② 
ダ
イ
コ
ン
の
葉
を
さ
っ
と
ゆ
で
て

小
口
切
り
に
し
て
お
く
。

③ 
桜
エ
ビ
を
空
い
り
し
て
お
く
。

④ 
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ

て
熱
し
、
水
気
を
絞
っ
た
①
と
②

を
炒
め
る
。

⑤ 
④
に
Ａ
を
加
え
、
炒
め
て
味
を
な

じ
ま
せ
る
。

⑥ 
⑤
に
③
を
加
え
て
、
ま
ぜ
合
わ
せ

る
。

⑦ 
炊
き
た
て
ご
飯
に
⑥
を
ま
ぜ
、
器

に
盛
る
。

地 図

ヒント

A

炊きたてご飯  ………５００ｇ
ダイコン  ……………１００ｇ
塩  ………………小さじ１／４
ダイコンの葉  …………３０g
サラダ油  ………………適量
桜エビ  ……………………８ｇ
　　酒  ……………大さじ２
　　しょうゆ  … 大さじ１
　　砂糖  ……  ……小さじ１
　　塩  ………小さじ１／４
　　ごま油  …大さじ１／２

６６

８３
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３４

二
月
二
十
日
、
姫
治
公
民
館
で
マ

ジ
ッ
ク
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

前
に
お
兄
ち
ゃ
ん
か
ら
ト
ラ
ン
プ

の
手
品
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
日
は
、
マ
ジ
ッ
ク

を
見
せ
て
も
ら
う
の
か
と
思
っ
た
ら
、

い
っ
し
ょ
に
参
加
し
て
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

最
初
に
や
っ
た
の
は
「
ロ
ー
プ
を

投
げ
て
結
び
目
を
つ
く
る
」
と
い
う

の
で
、
ぼ
く
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
次
は
「
し
ゅ
ん
間
結
び
」

で
し
た
。
こ
れ
は
か
ん
た
ん
に
で
き

ま
し
た
。

あ
と
「
消
え
る
結
び
目
の
ひ
み
つ
」

と
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ロ
ー
プ
」
は
、

で
き
る
ん
だ
け
ど
最
初
の
仕
組
み
が

う
ま
く
で
き
な
く
て
、
先
生
や
お
母

さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

じ
ゅ
ん
番
に
一
人
ず
つ
発
表
し
て
、

ぼ
く
は
「
ロ
ー
プ
結
び
の
出
現
」
を

や
り
ま
し
た
。
き
ん
ち
ょ
う
し
た
け

れ
ど
、
う
ま
く
や
れ
た
と
思
い
ま
す
。

先
生
に
発
表
の
仕
方
の
コ
ツ
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
弟

と
い
っ
し
ょ
に
マ
ジ
ッ
ク
を
し
て
遊

び
ま
し
た
。
マ
ジ
ッ
ク
の
た
ね
は
、

だ
れ
が
考
え
た
の
か
な
と
ふ
し
ぎ
に

思
い
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
子
ど
も
ワ
ク
ワ
ク
探
偵
団

●
小
栗
拓
也
君
（
旭
小
・
三
年
）

講師の実演をまねながら、
マジックに挑戦

◎可児市民第九合唱団
　来年秋に、文化創造センターで「モ
ーツァルトのレクイエム」をオーケス
トラと共演するにあたり、団員を募集
します。初心者や小中学生も歓迎しま
す。
●練習日　月４回（主に水・土・日
　曜日）
●練習場所　文化創造センター（下恵
　土）、広見公民館ゆとりピア
●指導者　内田恵美子さん
●会費　月１，５００円（入団金２，０００円）
●連絡先　津田さん��２２９６
　　　　　駒村さん��２９１３

短
歌 �
�
�
�
�
 
可
児
一
郎  
選

渡
辺
富
美
子（
下
切
）

一
人
い
て
亡
夫
の
自
分
史
読
み
ふ
け

ぬ
雪
の
元
日
静
か
な
時
間

柴
田
恵
子（
下
恵
土
）

誰
の
手
に
渡
る
か
思
い 
馳 
せ
な
が
ら

は

ゲ
ー
ム
の
景
品
包
む
温
き
日

渡
辺
升
子（
下
切
）

年
の
瀬
の
ひ
と
事
ず
つ
を
片
付
け
て

 
吾 
に
帰
り
て
髪
を
先
ず
染
む

わ
れ

小
池
重
子（
谷
迫
間
）

 
八
十
路 
ま
で
元
気
で
生
き
し
ご
褒
美

や

そ

じ

に
と 
娘 
が
買
い
く
れ
し
補
聴
器
は
い

こ

い

選
者
詠

生
か
さ
る
る
そ
の
有
難
さ
を
当
然
と

密
度
の
薄
き
ひ
と
日
終
り
ぬ

▼

ぼ
ん
（
西
帷
子
）

▼

桜
（
愛
岐
ケ
丘
）

▼

ぽ
ん
ゆ
（
大
森
）

広報かにイラスト展を開催
これまで広報かにに寄せられ

たイラストを一堂に展示します。
ぜひご覧ください。
●期間　４月２２日（金）～５月

　１０日（火）
●場所　市役所１階ロビー

※市役所の閉庁時は入れません。

団員募集

次
の
皆
さ
ん
か
ら
浄
財
な
ど
の

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。  （
敬
称
略
）

●
社
会
福
祉
に

大
澤
千
尋
、
稲
垣
恒
男
、
大
澤

博
光
、
今
渡
南
小
学
校
児
童
会
、

広
見
小
学
校
児
童
会
、
サ
ン
シ

ュ
ー
興
産
株
式
会
社



12広報かに ２ ０ ０ ５.４.１

第第第第第第第第第第
５５５５５５５５５５
回回回回回回回回回回
可可可可可可可可可可
児児児児児児児児児児
市市市市市市市市市市
環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境
フフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェ
スススススススススス
タタタタタタタタタタ

第
５
回
可
児
市
環
境
フ
ェ
ス
タ

今今今今今今今今今今
渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡
南南南南南南南南南南
小小小小小小小小小小
・・・・・・・・・・
ホホホホホホホホホホ
タタタタタタタタタタ
ルルルルルルルルルル
放放放放放放放放放放
流流流流流流流流流流
会会会会会会会会会会

今
渡
南
小
・
ホ
タ
ル
放
流
会

幼虫を放流する児童たち

３月４日、今渡南小学校で、全児童が参

加してホタル幼虫放流会が行われ、校庭に

あるホタル川に幼虫を放流しました。

放流した５００匹の幼虫は、児童会のホタ

ル委員会と地域の人々が協力して、昨年７

月に卵をかえし、水を換えたり餌を与えた

りしながら、育ててきました。

児童たちは、可児市がたくさんのホタル

が飛び交うまちになることを願い、２セン

チメートルほどになった幼虫を、放流しま

した。

夏の再会を心待ちに

市民団体の日ごろの活動の成果を展示

２月２６日、２７日広見公民館ゆとりピアで第５回

可児市環境フェスタが開催され、２日間で２，３７３

人が訪れました。

これは、市民団体や事業所、小中学校、高校、

行政が、環境への取り組みや成果を発表するとと

もに、自分たちの生活が地球を守ることを来場者

に気付いてもらおうと、毎年開かれています。

会場には、プレイベントで拾い集めた可児川の

ごみの展示をはじめ、ケナフの紙すき、つる細工、

ソーラーカーの制作コーナなども開かれ、２日目

には、テレビで活躍しているジャーナリストの筑

紫哲也さんの講演会も開催されました。

来場者には、自分たちの生活が、環境に大きく

影響を与えることを、認識する機会になりました。

できることから広げよう

独特の視点で環境につ
いて述べる筑紫さん

環境学習で学んだこと
を発表する児童たち

ソーラーカー作
りに取り組む子
どもたち
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市役所を訪れた選手たち

可可可可可可可可可可
児児児児児児児児児児
市市市市市市市市市市
・・・・・・・・・・
兼兼兼兼兼兼兼兼兼兼
山山山山山山山山山山
町町町町町町町町町町
合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会

可
児
市
・
兼
山
町
合
併
協
議
会

東東東東東東東東東東
海海海海海海海海海海
地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域
大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会
にににににににににに
出出出出出出出出出出
場場場場場場場場場場

東
海
地
域
大
会
に
出
場

第６回合併協議会の様子

帷子西可児が、岐阜県小中学生新人選手権

大会の優勝と東海地域小中学生新人ソフトボ

ール大会への出場の報告に、市役所を訪れま

した。

選手は「たくさん盗塁を決めたい」「チー

ムがまとまり、東海大会で優勝をしたい」な

ど熱く抱負を述べました。山田市長は「チー

ムワークを高め、練習の成果を十分に発揮し

てがんばって」と激励しました。

東海地域大会は３月１９日、２０日に名古屋市

で開催され、岐阜県代表として健闘をしまし

た。

練習の成果を発揮して

３月４日、可児市役所で第６回可児市・

兼山町合併協議会が開催され、同協議会の

解散を決定しました。

これを受け、可児市と兼山町の両議会で、

協議会の解散が議決され、３月３１日をもっ

て解散しました。

合併協議会では、昨年６月に設置されて

以来、４４の協定項目をすべて承認し、その

役割を終えることになりました。

現在は、５月１日の合併に向け、両市町

で最後の調整を進めています。

合併協議が完了

窯から竹炭を取り出す児童たち

春春春春春春春春春春
里里里里里里里里里里
小小小小小小小小小小
・・・・・・・・・・
竹竹竹竹竹竹竹竹竹竹
炭炭炭炭炭炭炭炭炭炭
焼焼焼焼焼焼焼焼焼焼
きききききききききき
活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動

春
里
小
・
竹
炭
焼
き
活
動

３月１０日、春里小学校で竹炭焼き活動が行

われました。

竹炭を焼いたのは、１年生の児童８８人で、

楽器作りや流しそうめんなどで使った竹を竹

炭にしました。

児童たちは焼きあがった竹炭を取り出し、

たたいてみたり、においをかいだりして、竹

炭の出来栄えに満足そうでした。

竹炭は、消臭のため校内のトイレなどに置

くとともに、昔遊びを教えてもらった地域の

人々にお礼としてプレゼントする予定です。

手作りの竹炭でお礼を
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生
後　

日
以
上
の
犬
を
飼
っ
て
い

９１

る
人
は
、
そ
の
犬
を
登
録
し
て
狂
犬

病
予
防
注
射
を
毎
年
１
回
受
け
る
こ

と
が
、
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
わ
い
い
愛
犬
の
た
め
に
も
、
狂

犬
病
予
防
注
射
は
、
忘
れ
ず
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

   
集
合
注
射
を
実
施

　

市
は
、
狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射

を
実
施
し
ま
す
。
近
く
の
会
場
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
雨
天
の
場
合
も
実

施
し
ま
す
。

●
日
時　

左
表
の
通
り

●
手
数
料
（
１
匹
当
た
り
）　

○
登

録
済
み
の
犬
＝
３
０
７
０
円

　

○
未
登
録
・
新
し
く
取
得
し
た
犬

＝
６
０
７
０
円

●
持
ち
物　

案
内
は
が
き
（
登
録
済

み
の
犬
の
み
３
月
末
に
発
送
）

●
注
意
事
項　

○
必
ず
、
犬
を
し
っ

か
り
押
さ
え
る
こ
と
の
で
き
る
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い　

○
犬

の
健
康
状
態
が
心
配
な
場
合
は
、

事
前
に
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い　

○
登
録
な
ど
注
射
以
外
に

手
続
き
が
必
要
な
場
合
は
、
時
間

が
掛
か
り
ま
す

  
会
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は

　

集
合
注
射
会
場
で
注
射
が
で
き
な

い
場
合
は
、
獣
医
院
で
受
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
そ
の
場
合
も
案
内
は

が
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

  
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は

　

飼
い
主
の
氏
名
や
住
所
な
ど
登
録

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
環

境
課
で
変
更
の
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
飼
い
犬
が
死
ん
だ
と

き
は
、
鑑
札
と
「
犬
の
死
亡
届
」
を

環
境
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

環
境
課
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●市役所　〒５ ０ ９ - ０ ２ ９ ２　広見一丁目１番地
��１１１１

ＦＭラジオで市広報番組を放送
市は、４月からＦＭラジオにて広報番組を放

送します。
市からのお知らせを音楽とともにお届けしま

すので、皆さんぜひお聴きください。
●番組名　ＫＡＮＩ　city　インフォメーション
　             「音の広場」
●放送局　ＦＭでんでん
●周波数　７６．８ＭＨｚ
●放送時間　午前９時～９時１５分の１５分間
 （午後３時４５分～再放送）
●問合先　市政情報課

�
市
文
化
芸
術
振
興
財
団 �
�
�
�
�
 

県
移
動
美
術
館
を
開
催

市
文
化
芸
術
振
興
財
団
は
、
岐
阜

県
美
術
館
と
共
催
で
、
第　

回
岐
阜

２９

県
移
動
美
術
館
「
戦
後
日
本
の
現
代

美
術
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

５
月　

日
（
木
）
〜
６
月

１９

２
日
（
木
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
８
時

１０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
内
容　

熊
谷
守
一
や
坂
倉
新
平
な

　

ど
、
戦
後
の
現
代
美
術
を
代
表
す

る
岐
阜
県
出
身
の
作
家
を
中
心
に
、

　
　

人
の
作
品
を
展
示

２６
●
入
場
料　

無
料

●
休
館
日　

毎
週
火
曜
日

●
問
合
先　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

��
３
３
１
１

（
財
）
豊
蔵
資
料
館 �
�
�
�
�
�
 

春
の
特
別
展
を
開
催

（
財
）
豊
蔵
資
料
館
は
、
春
季
特

別
展
「
豊
蔵
傑
作
選
〜
収
蔵
品
よ
り

〜
」
を
開
催
中
で
す
。
人
間
国
宝
の

故
荒
川
豊
蔵
氏
が
残
し
た
、
桃
山
陶

の
素
晴
ら
し
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

６
月　

日
（
日
）
ま
で

２６

（
月
〜
木
曜
日
は
休
館
、
た
だ
し

祝
日
は
開
館
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

●
場
所　

豊
蔵
資
料
館
（
久
々
利
大

萱
）

●
内
容　

瀬
戸
黒
茶 
碗 
（
昭
和　

年

わ
ん

１０

作
）
な
ど
約　

点
６０

●
入
館
料　

無
料

●
問
合
先　

同
館  
��
１
４
６
１

ベ
ル
・
ソ
ー
ニ
ョ
・
コ
ー
ル �
�
�
 

合
同
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

ベ
ル
・
ソ
ー
ニ
ョ
・
コ
ー
ル
は
、

合
唱
団
結
成　

周
年
を
記
念
し
て
、

２０

桜
ケ
丘
少
年
少
女
合
唱
団
と
ヴ
ォ
ー

チ
ェ
・
ア
ミ
ー
チ
（
合
唱
団
）
と
の

合
同
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月
９
日
（
土
）

●
時
間　

午
後
２
時
開
演
（
午
後
１

時　

分
開
場
）

３０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
指
揮
者　

貞
平
純
子
さ
ん

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

代
表
の
横
田
さ
ん

��
２
１
１
７

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児 �
�
�
 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
ご
協
力
を

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
可
児
は
、

奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
＆
茶
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

●
期
日　

４
月　

日
（
日
）

２４

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

日
用
品
バ
ザ
ー
、
出
店
コ

ー
ナ
ー
、
茶
会

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

同
会
の
天
野
弘
子
さ
ん  

��
８
０
８
０

東
彩
会 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

作
品
展
を
開
催

東
彩
会
は
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発

表
す
る
「
第　

回
東
彩
会
展
」
を
開

１４

催
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月
９
日
（
土
）
〜　

日
１６

（
土
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
９
日
は
正
午
か
ら
、　

日
は
午

１６

前　

時
ま
で
）　

１１

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

絵
画
や
陶
芸
な
ど
を
展
示

●
入
場
料　

無
料

●
問
合
先　

同
会
事
務
局
の
山
本
和

代
さ
ん �
�
�
 ��
５
９
６
８

県児童館連絡協議会は、「第１８回子

どもと親の青空広場」を開催します。

当日はいろいろな遊びやアトラク

ションなどもあります。親子や友達

同士など、みんなで参加しましょう。

●期日　４月２３日（土）雨天決行

●時間　午前１０時～午後４時

●場所　花フェスタ記念公園（瀬田）

●内容　工作、ゲームなどの遊びの

　コーナー、人気アニメショー、ふ

　れあい動物園、白バイ・消防車との

　記念撮影など

●参加料　無料（花フェスタ２００５ぎふ

の入場料と駐車料は別途必要です）

●問合先　市こども課

岐阜県美術館所蔵の展示品の一部
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�
防
衛
庁 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

自
衛
官
を
募
集

防
衛
庁
は　

年
度
の
自
衛
隊
幹
部

１７

候
補
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、　

年
１７

４
月
１
日
現
在
で
次
の
項
目
に
該

当
す
る
人　

○
一
般
・
技
術
＝
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る　
２０

歳
以
上　

歳
（
大
学
院
は　

歳
）

２６

２８

未
満
の
人　

○
歯
科
・
薬
剤
科
＝

専
門
の
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
し
、
歯
科
は　

歳
以
上　

歳
未

２０

３０

満
の
人
、
薬
剤
科
は　

歳
以
上　

２０

２６

歳
未
満
の
人

●
受
付
期
間　

４
月
４
日
（
月
）
〜

５
月　

日
（
金
）

１３

●
一
次
試
験　

５
月　

日
（
土
）、

２１

　

日
（
日
）

２２
●
問
合
先　

自
衛
隊
美
濃
加
茂
事
務

所
（
可
茂
総
合
庁
舎
内
）

��
７
４
９
５

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会 �
�
�
�
�
 

体
力
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

市
体
育
連
盟
は
、
ウ
エ
ー
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
場
内
に
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
日
時　

（
次
の
い
ず
れ
か
１
日
）

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
受
け
付
け

１０

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

場
（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
（
子
ど
も

連
れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
、
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
込
開
始
日
時　

４
月　

日
（
月
）

１１

午
前
８
時　

分
３０

●
申
込
・
問
合
先　

同
連
盟
事
務
局

��
８
６
０
０

可
児
市
め
だ
か
の 
楽 がっ 
校  �
�
�
�
�
 

こ
う

川
を
観
察
し
よ
う

可
児
市
め
だ
か
の
楽
校
は
、
水
質

調
査
な
ど
を
す
る
「
木
曽
川
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月　

日
（
祝
）

２９

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
ご

ろ
●
集
合
場
所　

市
役
所
正
面
玄
関

（
現
地
ま
で
送
迎
し
ま
す
）

●
コ
ー
ス　

木
曽
川
（
土
田
）
〜
可

児
川
下
流
域
自
然
公
園
ま
で
の
約

４
㎞
（
一
部
バ
ス
利
用
）

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

６０

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
金
）

１５

●
申
込
・
問
合
先　

環
境
課

図
書
館
講
座 �
�
�
�
�
�
�
�
�
 

絵
本
と
わ
ら
べ
歌
で
子
育
て

図
書
館
は
、
子
育
て
を
楽
し
く
す

る
絵
本
と
わ
ら
べ
歌
講
座
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月　

日
（
木
）

２１

●
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１１

３０

分
●
場
所　

帷
子
公
民
館

●
講
師　

山
川
祐
子
さ
ん
（
ゆ
う
な

の
木
）、
今
井
美
都
子
さ
ん
（
絵

本
と
児
童
書
専
門
店
主
）

●
対
象
者　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　
　

組
（
先
着
順
）

３０

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
開
始
日　

４
月
５
日
（
火
）

●
申
込
・
問
合
先　

同
本
館��
５

１
２
０
、
帷
子
分
館��
８
５
３

０

期　

日

５
／
１
（
日
）

　

（
水
）

１１
　

（
土
）

１４
　

（
金
）

２０
　

（
土
）

２８

時　

間

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

午
前　

時
〜
正
午

１０

午
後
７
時
〜
９
時

前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前前期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期のののののののののののののののののののののののののののののの助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業をををををををををををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集前期の助成事業を募集
市では、市民の皆さんの自主的、主体的で創意工夫にあふれたまちづく

り活動に対して、次の通り助成を行います。

●申込・問合先　まちづくり推進課

活動部門スタート部門部　　門

可児市を中心として活動している５人以上の団体。ただし、政
治、宗教および営利を目的とする団体は除く対 象 者

可児市を中心として行われる
創意工夫にあふれた活動

これからまちづくり活動を始
めようとする団体が行う調査・
研究活動対象とな

る 活 動 ７月から来年３月末までに行う活動が対象。
※国、県または市からほかの助成を受けている活動や政治、宗
教および営利を目的とする活動などは対象としません。

活動に要する直接経費（会場使用料、講師謝礼、印刷費など）。
ただし、食糧費や団体の経常的な運営経費は対象としません

対象とな
る 経 費

対象経費の２分の１
（上限２０万円）

対象経費の２分の１
（上限５万円）助 成 額

審査の結果によっては、助成できない場合あり
同一の活動につき通算３回ま
で一団体につき連続２回まで交付回数 

まちづくり活動助成審査委員会による審査結果を元に助成額
を決定。審査は書類審査と、応募者自ら活動計画について発表
してもらう企画発表会により実施（企画発表会は６月に開催予
定）

審　　査

所定の申請書を市役所１階のまちづくり推進課に提出。募集
要項と申請書は、まちづくり推進課、各連絡所・公民館で配布
するほか、市のホームページからダウンロードも可

応募方法

５月３１日（火）応募締切
後期募集は、１０月から来年３月末まで行う活動を対象に、７～
８月に募集予定そ の 他
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シ
ニ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

受
講
者
を
募
集

か
に
ぱ
そ
こ
ん
く
ら
ぶ
は
、
初
心

者
向
け
に
開
催
す
る
、
暮
ら
し
に
役

立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
期
日　

４
月　

日
、　

日
、
５
月

１６

２３

　

日
、　

日
、
６
月　

日
、　

日

２１

２８

１１

１８

の
い
ず
れ
も
土
曜
日
で
全
６
回

（
た
だ
し
、
パ
ソ
コ
ン
補
習
は
い

ず
れ
か
１
日
を
指
定
し
て
受
講
）

●
講
座
名
・
内
容
な
ど

●
対
象
者　

シ
ニ
ア
初
心
者
お
よ
び

一
般
成
人

●
申
込
方
法　

開
催
場
所
に
電
話
で

申
し
込
む

●
問
合
先　

帷
子
公
民
館��
２
０

０
７
、
今
渡
公
民
館��
２
６
０

２
か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会 �
�
 

出
店
者
を
募
集
し
ま
す

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会
は
、

手
作
り
品
を
展
示
販
売
す
る
「
手
作

り
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
期
日　

６
月
５
日
（
日
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
（
下

恵
土
）

●
出
品
物　

手
作
り
作
品
に
限
る

●
出
店
料　

１
ブ
ー
ス
＝
１
２
０
０

円
●
募
集
数　
　

ブ
ー
ス
（
抽
選
）

２５

●
対
象
者　

可
児
・
加
茂
地
域
（
さ

さ
ゆ
り
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管
内
）

ま
た
は
可
児
市
に
隣
接
す
る
市
町

村
に
在
住
の
人

●
申
込
方
法　

は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出
店

す
る
品
物
（
全
部
）
を
記
入
し
、

〒
５
０
９
―

０
２
０
５
徳
野
南
１

　
 

―　

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

３３
会
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
土
）
必

２３

着

●
問
合
先　

同
会
の
藤
田
さ
ん　

��
４
０
１
４

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室 �
�
�
�
 

親
子
体
験
学
園
を
開
催

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室
は
、
土

曜
日
に
親
子
で
農
業
や
自
然
に
親
し

ん
で
も
ら
う
た
め
の
「
土
曜
親
子
体

験
学
園
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
期
日
と
内
容　

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
研
修
室

（
坂
戸
）

●
対
象
者　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

各
回　

組　

人
（
抽
選
）

１０

２０

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

「
土
曜
親
子
体
験
学

園
」
、
希
望
の
回
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
児
童
の
学
年
と
氏
名
、
保

護
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
、
は
が
き
（
〒
５
０
９
―

０
２

４
１
坂
戸
１
０
２
４
―

１
）
か
フ
ァ

ク
ス
（��
０
６
６
７
）
で
グ
リ
ー

ン
テ
ク
ノ
研
修
室
あ
て
に
送
る

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
木
）

２１

●
問
合
先　

同
研
修
室

��
３
９
２
２

右
の
写
真
は
、
可
児
の
湿
地
に
咲
く
シ
デ
コ
ブ
シ
の
花
で
す
。
可
児

市
で
は
三
月
末
か
ら
四
月
ご
ろ
に
か
け
て
、
大
き
な
美
し
い
花
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
デ
コ
ブ
シ
は
コ
ブ
シ
と
同
じ
モ
ク
レ
ン
科
の
落
葉
高
木
で
す
が
、

日
本
固
有
の
種
で
、
東
濃
地
方
を
中
心
と
し
た
一
部
の
地
域
に
し
か
自

生
し
て
い
な
い
貴
重
な
植
物
で
す
。

シ
デ
コ
ブ
シ
の
生
育
地
は
、
少
し
水
が
流
れ
て
い
る
よ
う
な
湿
地
周

辺
で
、
可
児
市
で
は
主
に
桜
ケ
丘
、
大
森
、
柿
下
周
辺
に
群
生
地
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
咲
く
花
の
色
は
、
純
白
の
も
の
か
ら
濃
い
ピ

ン
ク
の
も
の
ま
で
個
体
差
が
あ
り
、
花
期
の
群
生
地
の
美
し
さ
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

シ
デ
コ
ブ
シ
は
環
境
庁
の
絶
滅
危
ぐ
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
可
児
市
の
植
物
の
一
つ
で
す
。

●
連
絡
先　

市
史
編
さ
ん
室
（
総
合
会
館
分
室
東
棟
・
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）

��
４
６
０
１

そ
の　
１８

シ
デ
コ
ブ
シ

淡い色のシデコブシ

場　所時　間講座名

１００円６人今渡公民館午前１０時～正午パソコン補習

３,５２５円
１６人帷子公民館

午後１時～３時
ワープロ初歩の初歩

（その２） １８人今渡公民館

３,５２５円
１６人帷子公民館午後３時３０分～

　　　　　５時３０分デジカメ写真初歩の初歩
１８人今渡公民館

５,２５０円７人今渡公民館午後７時～９時
エクセル　マクロ・VBA 

入門（上級その２）

※会場の都合により、多少の時間変更をすることがあります。

回１２

期　

日

５
／
７（
土
）

６
／　
（
土
）

１８

内　

容

お
い
し
い
お
茶
を

摘
ん
で
飲
も
う

育
て
よ
う
！
お
い

も
さ
ん

定　員
（先着順）

受講料
（教材費を含む）
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー �
�
�
�
 

子
育
て
支
援
講
座
を
開
催

岐
阜
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、
子
育
て
支
援
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

５
月　

日
（
火
）
〜
６
月

１０

　

日
（
木
）

１６
●
場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

●
対
象
者　

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る　

歳
代
前
半
の
人

６０

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

２０

●
受
講
料　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

●
申
込
方
法　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、

総
合
会
館
分
室
（
Ｊ
Ｒ
可
児
駅
西
）、

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
申
し
込
む

●
申
込
締
切　

４
月　

日
（
木
）

２１

●
問
合
先　

可
児
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー �
�
 
��
５
８
１
１

可
児
市
文
化
協
会
和
装
部 �
�
�
�
 

春
の
着
付
け
講
座
を
開
催

可
児
市
文
化
協
会
和
装
部
は
、
着

付
け
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
〜
９
月
（
全　

回
）

１２

●
日
時　

○
昼
の
部
＝
第
２
・
４
木

曜
日
の
午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

３０

○
夜
の
部
＝
第
２
・
４
火
曜
日
の

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
対
象
者　

初
心
者
の
人

●
内
容　

普
段
着
と
半
巾
か
ら
小
紋

と
名
古
屋
帯
ま
で

●
受
講
料　

６
５
０
０
円
（
維
持
費

含
む
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

２０

●
申
込
・
問
合
先　

○
昼
の
部
＝
江

見
玲
子
さ
ん��
２
８
５
３　

○

夜
の
部
＝
兼
松
可
津
代
さ
ん��

１
５
４
３

�
市
議
会
議
員
増
員
選
挙 �
�
�
�
�
 

説
明
会
を
行
い
ま
す

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
兼
山
町

と
の
合
併
に
伴
い
執
行
す
る
予
定
の

可
児
市
議
会
議
員
増
員
選
挙
の
立
候

補
関
係
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
選
挙
は
、
兼
山
町
を
選
挙
区

と
し
て
、
合
併
後
の
市
議
会
議
員
を

選
出
す
る
選
挙
で
す
。

関
係
す
る
人
は
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

●
期
日　

４
月　

日
（
木
）

２８

●
時
間　

午
前　

時
〜

１０

●
場
所　

兼
山
町
総
合
会
館

●
内
容　

立
候
補
の
手
続
き
な
ど

※
当
日
の
出
席
者
は
会
場
の
都
合
上
、

各
立
候
補
予
定
者
ご
と
に
３
人
ま

で
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
総
務
課
内
）

育
児
・
介
護
休
業
法 �
�
�
�
�
�
 

法
律
が
改
正
さ
れ
ま
す

急
速
な
少
子
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
や
介
護
を
し
や

す
い
職
場
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
育
児
・
介

１７

護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
、
○
育
児
・
介
護
休

業
の
対
象
労
働
者
の
拡
大　

○
一
定

の
場
合
の
育
児
休
業
期
間
の
延
長

○
介
護
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩

和　

○
子
を
看
護
す
る
た
め
の
休
暇

（
年
５
日
）
の
義
務
化
で
す
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
先　

岐
阜
労
働
局
雇
用
均
等

室　
�
０
５
８
（
２
６
３
）
１
２
２
０

児
童
相
談
・
児
童
虐
待 �
�
�
�
�
 

相
談
と
通
告
を

児
童
の
福
祉
・
養
育
に
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
相
談
・
援
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
要
保
護
の
対
象
と
な
る
児

童
の
通
告
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

 
児
童
相
談 �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 

●
相
談
日
時　

月
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時　

分
〜
午
後
５
時
（
年
末
年

３０

始
・
祝
日
を
除
く
）

●
相
談
場
所　

こ
ど
も
課

●
相
談
方
法　

来
所
面
接
ま
た
は
電

話 
●
相
談
内
容　

子
ど
も
の
生
活
習
慣
、

し
つ
け
、
家
族
関
係
、
家
庭
環
境
、

虐
待
、
学
校
生
活
な
ど
児
童
の
福

祉
、
養
育
に
関
す
る
こ
と
全
般

 
要
保
護
児
童
の
通
告 �
�
�
�
�
�
 

●
通
告
が
必
要
な
児
童

○
家
庭
環
境
や
家
族
関
係
な
ど
適

切
な
養
育
を
受
け
て
い
な
い
児
童

○
保
護
者
か
ら
、
次
の
よ
う
な
虐

待
を
受
け
て
い
る
ま
た
は
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

●
児
童
虐
待
の
内
容

○
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
け
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ

せ
る
な
ど　

○
性
的
虐
待
＝
性
的

行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交
を
見

せ
る
な
ど　

○
ネ
グ
レ
ク
ト
＝
家

に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待
＝
言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
的
扱

い
な
ど

※
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐

待
を
放
置
す
る
こ
と
、
子
ど
も
の

目
の
前
で
夫
な
ど
が
暴
力
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
＝

Ｄ
Ｖ
）
を
行
う
こ
と
も
虐
待
で
す
。

●
問
合
・
通
告
先　

市
こ
ど
も
課
ま

た
は
中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

��
 
３
１
１
１

この補助金を財源として、花フェス
タ２００５ぎふ関連事業（イベント、沿道
花かざりなど）、防災ガイド策定事業、
明智城 址 駐車場整備事業を実施しま

し

した。
　　

　

策定された防災ガイド
●問合先　総務課

岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐岐阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜阜県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振振興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助県市町村振興補助金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
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手
づ
く
り
絵
本
大
賞 �
�
�
�
�
�
 

テ
ー
マ
は
「
か
ば
ん
」

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
花
の
ま
ち

可
児
・
手
づ
く
り
絵
本
大
賞
の
第
８

回
募
集
テ
ー
マ
が
「
か
ば
ん
」
に
決

定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
継
続
テ
ー
マ

は
「
バ
ラ
」
で
す
。

皆
さ
ん
の
個
性
あ
ふ
れ
る
楽
し
い

作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
期
間　

８
月
９
日
（
火
）
〜

９
月
９
日
（
金
）
必
着

●
賞　

大
賞
１
点
（
賞
状
・
賞
金　
３０

万
円
）
、
優
秀
賞
４
点
（
賞
状
・

賞
金　

万
円
）
、
奨
励
賞　

点

１０

１５

（
賞
状
・
賞
金
１
万
円
）、
教
育

奨
励
賞
５
点
（
賞
状
・
賞
金
１
万

円
）

●
問
合
先　

生
涯
学
習
課
公
民
館
係

��
２
０
０
５

歯
科
休
日
診
療
当
番 �
�
�
�
�
�
 

治
療
が
必
要
な
場
合
は

４
〜
６
月
の
祝
日
の
歯
科
休
日
診

療
当
番
は
次
の
通
り
で
す
。
歯
の
治

療
を
受
け
た
い
人
は
、
電
話
で
確
認

し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
歯
科
医
院
名

●
診
療
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
※
歯
以
外
の
急
病
は
、
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
（��
３
７
９
９
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー

個
人
情
報
保
護
法 �
�
�
�
�
�
�
 

４
月
か
ら
全
面
施
行
し
ま
す

誰
も
が
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
社
会
の
便

益
を
享
受
す
る
た
め
の
「
個
人
情
報

保
護
法
」
が
、
４
月
１
日
か
ら
全
面

施
行
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
扱
事
業
者
は
、
利

用
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
範
囲

内
で
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に

個
人
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ

と
を
原
則
禁
止
す
る
な
ど
の
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

自
分
の
個
人
情
報
は
、
事
業
者
に

開
示
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
を
事
業
者

に
申
し
出
る
こ
と
や
、
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
苦
情
相
談
窓
口
で
相

談
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
5.

        
 
 
  cao.

     

g
o.jp/seik

atsu
/k
ojin
/in
dex
.

 
         
    
  
    
   
   
 

h  tm
l

  
 )  
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

４月のごみ・リサイクル資源収集日
缶

ペットボトル
トレー資源

金物類・
粗大ごみ収　集　地　区

２０（水）２７（水）
中恵土・下恵土・禅台寺・徳野南・
平貝戸・明智・石森・石井

２１（木）２８（木）今渡・土田

１８（月）１１（月）
菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・若葉台・
虹ケ丘

２８（木）２１（木）
東帷子・愛岐ケ丘・長坂・光陽台・
長洞・帷子新町

２７（水）２０（水）
川合・川合北・谷迫間・清水ケ丘・
日本ランド・美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

１９（火）１２（火）
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・しらさぎ・
渕之上

１５（金）８（金）
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・広見

２２（金）１５（金）
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・小滝苑・
柿下・大森・松伏・大森台・星見台

資源集団回収にご協力を
４月２４日（日）  期　    日

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレ
ー、発泡スチロール、紙類
（新聞と広告は別にする）

回収品目

午前９時～１１時の間に総合
会館分室駐車場（ＪＲ可児
駅西）へ

収集時間

場　　所

電話番号所在地当番歯科医院名期日

�３０６６桜ケ丘なかい歯科４／２９

�２６５１広見小池歯科医院５／３

�７６１１広見田口歯科医院　４

�４４８８下恵土三共歯科医院５

下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道がががががががががががががががががががががががががががががが利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用ででででででででででででででででででででででででででででででききききききききききききききききききききききききききききききるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区区域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域がががががががががががががががががががががががががががががが広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広ががががががががががががががががががががががががががががががりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす下水道が利用できる区域が広がります

市は、快適な都市環境づくりを目指して下水道工事を進め
ています。今月から次の区域で下水道が利用できます。

※（　）内は字名

下水道工事は指定店で
宅内排水設備の設置には、相当な技術を要しますので市が

指定した「下水道排水設備指定工事店」で工事を行ってくだ
さい。指定工事店には、一定の試験に合格した技術者がいま
すので、粗悪工事や不当な工事費の請求がなく、安心して工
事を任せられます。指定工事店については下水道課までお問
い合わせください。
リトイレット・プランをご活用ください
排水設備を整えるには、ある程度の費用が必要になります。

そこで、リトイレット・プラン（融資のあっせん・利子補給）
をお勧めします。これは、銀行などから融資を受けられ、さ
らに利子の全部を市が助成するという制度です。
●申込・問合先　下水道課

中恵土（東欠、道下、土井ノ内、南欠、宮元、中道、
山神、桐野、三ツ谷、欠ノ上、桃塚および西欠）の一部

羽崎（西洞、蔵前、日吉前、不孝寺、中根、中洞、山寺、
中坪、縦長、道北、柳坪、八幡前、燈明庵、塔ノ洞、
東山および天神洞）の一部

下恵土（城畑および豊田）の一部

川合（梅白、池田、塚越、林先および烏帽子）の一部

今渡（上之畑、島之前、後路田、野市場、松葉、反目、
中鳴子、鳴子、堀田、杉之下、池下および大東）の一部

土田（北割田）の一部

４月１２日（火）午後６時１０分から、岐阜放送「あなたの街から～可児市」において、３月２７日に
花フェスタ２００５ぎふで開催された可児市イベントの模様が放映されます。ぜひご覧ください。
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３種・２種混合（初回・追加）
●期日と場所　○４月１２日（火）＝
今渡公民館　○４月１８日（月）＝
久々利公民館　●受付時間　２時
～２時３０分　●対象者　生後３カ
月以上９０カ月未満　○３種＝百日ぜ
きにかかったことのない子（３～８
週間の間隔で３回接種）　○２種＝
百日ぜきにかかったことのある子
（４～６週間の間隔で２回接種）
※初回終了後１年～１年半の間隔で
追加接種を受けてください。

あこがれママ教室
●期日　○２課＝４月１５日（金） 
○３課＝４月２２日（金）　●受付時
間　９時２０分～９時３０分　●場所 
保健センター　●内容　○２課＝妊
婦体操（運動のできる服装、飲み物
を持参）、歯の衛生（歯ブラシ、手
鏡、コップを持参）　○３課＝臨月
からお産、乳房の手当て

ポリオ
●期日と場所　○４月１５日（金）＝
土田公民館　○４月２２日（金）＝広
見東公民館　●受付時間　２時～２
時３０分　●対象者　投与日を基準と
して、生後３カ月から９０カ月までの
乳幼児で、未投与者と１回投与済者
※２回目投与は、１回目との間隔を
６週間以上空けてください。

成人健康相談
●期日　４月１１日（月）　●受付時
間　９時３０分～１１時　●場所　保健
センター　●対象者　一般成人　●内
容　○健康相談（血圧測定、検尿、体
脂肪率測定）　○栄養相談（家庭の
みそ汁の塩分測定）　○歯科相談

BCG
●期日と対象者　○４月１１日（月）
＝１６年１２月１日～１５日生まれ　○４
月２０日（水）＝１６年１２月１６日～３１日
生まれ　○４月２５日（月）＝１７年１
月１日～１５日生まれ　●受付時間
１時３０分～２時　●場所　保健セ
ンター

１歳６カ月児健康診査
●期日と対象者　○４月１３日（水）
＝１５年９月１日～１５日生まれ　○４
月２２日（金）＝１５年９月１６日～３０日
生まれ　●受付時間　１時～１時１５
分　●場所　保健センター

３歳児健康診査
●期日　４月１８日（月）　●受付時
間　１時～１時１５分　●場所　保健
センター　●対象者　１４年３月１６日
～３１日生まれ

献血
●期日　４月１８日（月）　●受付時
間と場所　○９時３０分～１２時＝ＪＡ
めぐみの広見支店　○１時３０分～４
時＝農業大学校（坂戸）

こども相談
●期日　４月１４日（木）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　●受付時間 
９時１５分～９時３０分　●場所　保健
センター

こども歯みがき相談
●期日　４月１９日（火）　●受付時
間　１時２０分～２時　●場所　保健
センター　●対象者　１４年１２月生ま
れ　●内容　歯科健診、歯こう染め
出し、ブラッシング指導、おやつ指
導　●持ち物　母子手帳、エプロ
ン、タオル、歯ブラシ、手鏡、コッ
プ　●申込先　健康増進課（前日ま
でに）

元気はつらつ講話
● 期 日　４ 月２１日（木）　● 時 間 
１０時～１０時４０分　●場所　福寿苑
（大森）　●内容　音楽療法「音楽
でいきいきルンルン♪」

離乳食モグモグ教室
●期日　４月２７日（水）　●受付時
間　９時４５分～１０時　●場所　総合
会館（市役所向かい）　●対象者　離
乳中期以降の子どもを持つ人　●持
ち物　エプロン、三角きん、手ふき
●申込締切　４月２０日（水）　●申
込先　健康増進課

乳児健診・１歳６カ月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付に用意
しています。番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。 ������ ●問合先　健康増進課

住宅（建築）相談
● 期 日　４ 月１５日（金）　● 時 間 
１時～４時　●場所　市役所１階相
談室　※耐震、住宅性能表示制度、
保証制度の相談も受け付けます。
●問合先　建築指導課

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
に電話で受け付け、予約　●場所 
養護訓練センター（可児警察署西）
※お子さんの言葉と発達について気
軽に相談してください。　●申込・
問合先　同センター　��０２５５

国税の出張相談
● 期 日　４ 月１４日（木）　● 時 間 
１０時～３時　●場所　市役所１階相
談室　●問合先　税務課

生涯楽習相談
● 期 日　４ 月１８日（月）　● 時 間 
１時～４時　●場所　市役所１階相
談室　※子どもボランティア相談も
受け付けます。　●問合先　生涯学
習課

法律相談
●期日　４月１９日（火）　●受付時
間　１時～２時　●場所　福祉セン
ター（今渡）　●問合先　まちづく
り推進課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　福祉センター　●問
合先　市社会福祉協議会　��
１５５５

精神保健福祉相談
　月に１度（第２金曜日）、心の病
気や悩みの相談、人間関係などに
よるストレスなどの相談に、精神
保健福祉士と保健師が応じます。
●期日　４月８日（金）　●時間
１時３０分～４時３０分　●場所　福
祉センター（今渡）　※事前に福
祉課へ電話で予約をしてください。
●問合先　同課
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藤井しゅんぺいくん（３歳）まさとくん（９カ月・
若葉台) 岡田しゅうくん（２カ月・皐ケ丘）

（３月１日現在）

●人　口……９９，０２８人
（男４９，３３３人、女４９，６９５人）
（前月より７７人減、

昨年同月より１，０４７人増）

●世帯数…３５，０１１世帯

本　　　　　　　館　�� ５ １ ２ ０
（火曜～金曜　 午前１０時～午後７時）
（土　・　日曜　 午前１０時～午後５時）
帷　 子　 分　 館　�� ８ ５ ３ ０
桜　ケ　丘　分　館　�� ３ ４ ７ ３
（分館は全日　 午前９時～午後５時）
http://w w w.tosyokan .kani .gifu .jp/

●「アンデルセンのお話」展
　４月２日（土）～４月１７日（日）（本館）
●「兼山ってどんな "まち "？」展
　４月２３日（土）～５月１５日（日）（本館）
●「バラの魅力をあなたに」展
　４月２１日（木）まで（帷子分館）
●「続　種っておもしろいね」展
　４月２１日（木）まで（桜ケ丘分館）

　童話の王様といわれるアンデルセンは、１８０５
年４月２日、デンマークに生まれ、１５０以上も
の作品を生み出しました。有名な「マッチ売り
の少女」や「裸の王様」以外にも、あらためて
読みたい作品が数多くあります。

『読み語りアンデルセン童話』時任森著（あす
なろ書房）：語り手が子どもに楽しく語ってあ
げられるよう解説などを加えた童話集です。 

『アンデルセン』ルーマ・ゴッデン著（偕成
社）：今では世界的童話作家として有名ですが、
その生涯は報われない恋と放浪の旅の繰り返し
でした。作家の内面を描いた自伝です。

『どうしてこんなに心が痛い？』矢吹省司著（平
凡社）：人魚姫やスズの兵隊など、痛々しく、悲
しい運命の主人公たち。彼らの心理分析を通して、
さまざまな心の問題とその解決法を学びます。

移動図書館　　　　　
ひまわり号巡回予定表

●日時と場所　○本館＝毎週土曜日午後２時～、
第２・４木曜日午前１１時～（幼児向け）　○帷
子分館＝毎週土曜日午後２時～、第２・４木
曜日午前１ ０時３０分～（幼児向け）　○桜ケ丘
分館＝毎週土曜日午前１ ０時３０分～
●内容　絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など

４月４日（月）、１１日（月）、１８日（月）、
　　２２日（金）、２５日（月）、２９日（祝）、
５月２日（月）～５日（祝）

　※４月２２日（金）は館内整理日です。

時　間場　所月日
１：３０～ ２：００可 児 川 苑

４／１２
（火）

２：１０～ ２：３０日 本 ラ ン ド 公 民 館
２：５０～３：３０ふれあいセンター長坂
３：４０～４：３０帷 子 小 学 校
２：１０ ～ ２：４０愛岐ケ丘五丁目公園

１３
（水）

２：５０～ ３：３０愛 岐 ケ 丘 中 央 公 園
３：４５～ ４：３０春 里 小 学 校
１：３０～２：０５奥山台あすなろ公園

１５
（金）

２：２０～ ２：５０松 伏 団 地
３：１０～ ４：３０旭 小 学 校
１：３０～２：００みずきケ丘三丁目公園

１９
（火）

２：１０～２：４０今 公 民 館
２：５５～３：３０清 水 ケ 丘 集 会 所
３：４５～４：３０南 帷 子 小 学 校
１：３０ ～２：００柿 下 公 民 館

２０
（水）

２：１０～ ２：５０緑ケ丘二丁目バス停
３：０５～３：３０広 見 東 連 絡 所
３：４５～４：３０東 明 小 学 校

移動図書館・ひまわり号は、あなたの近くへ
２，５００冊の本を積んで巡回しています。
図書館まで遠くて利用しにくい皆さん、近く
の停車場所でご利用ください。

生誕２００年・アンデルセンの本
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１２２

●Ｇｏ！Ｇｏ！花フェス特別編
　春休みキッズワンダフルパーティー
３月２７日に花フェスタ２００５ぎふの中で可児
市が開催したイベントと、会場内の様子をお
伝えします。春休み中の子どもたちなど、た
くさんの人が訪れました。

●放送時間　土・日曜日（７：３ ０・１２：３ ０・１４：０ ０・２ ０：０ ０・２ ２：０ ０）
月～金曜日（７：３ ０・１２：３ ０・２ ０：０ ０・２ ２：０ ０）

※番組の内容や時間は変更することがあります。

●うるおいライフ
皆さんお待たせしました。今年の手づくり

絵本大賞のテーマを素敵なプレイベントとと
もにお知らせします。また、楽しい和良ふれ
あい農園の募集もお楽しみに。

★シリーズ：図書館だより

●新年度のまちづくり
　～平成１７年度予算～
市の平成１７年度当初予算は、どのようになっ
ているのでしょうか。市の財政状況や新年度の
主な事業などを紹介します。

★シリーズ：学校めぐり

●新しい可児市へ
　～明治・昭和そして平成の合併～
５月１日。可児市は兼山町と合併します。
これまでの合併の歴史や、今回の合併までの
経緯を振り返ります。

★シリーズ：好きなのはカニダー

４/２～

８
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４/１６～

２２

４/２３～

３０

表 紙 の 人

桑山理子さん
ブラジルの子どもたちが、
折り紙を使って一生懸命に
お雛さまを作っています。
ここは土田公民館の会議室。
可児市国際交流協会主催の
子ども広場です。
桑山さんは、週２回子ど

も広場で日本語や日本の文化・習慣などを教えて
います。日本語教師になろうと思ったきっかけは、
学生時代に日本で暮らす外国人と接する中で、言
葉が生活する上で一番大きな問題になっていると
分かったからです。
「子どもたちと接していて、伝えたいことを伝
えることや、�もったいない�の精神を分かって
もらうのが難しい。でも、伝えたいことが分かっ
てもらえた時は、ほんとにうれしいです」と話し
ます。
将来の夢はとの問いに「ペルーに行って日本語
学校をつくりたい。それとこれからも地域で日本
の文化や生活習慣を教えていきたいです」と桑山
さん。
「先生、先生」と元気に呼ぶ子どもたちの笑顔
の中で、外国の子どもたちへの熱いまなざしが印
象的でした。

夜桜
花冷えの夜に照らし出された桜の花。昼間に見る華やかさとは
一味違った趣に、どこか癒やしを覚えます。

（市役所北側）


